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＝歯科技工士さんに声かけのお願い＝

歯科技工所に郵送

検
査
手
順
を
詳
し
く
解
説

保　

団　

連

ア
ン
ケ
ー
ト

講演する佐藤氏

春夏秋冬
　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
を
め
ぐ

っ
て
は
、
問
題
が
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か

新
た
な
課
題
が
続
々
と
噴
出
し
て
い
る
。

当
初
か
ら
万
博
跡
地
へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
の

問
題
や
膨
大
な
会
場
建
設
費
が
さ
ら
に
上

振
れ
す
る
事
態
な
ど
に
対
し
批
判
が
起
こ

っ
て
き
た
。
万
博
を
強
行
す
る
一
方
で
大

阪
府
は
全
国
一
高
い
国
保
料
、
大
阪
市
は

全
国
一
高
い
介
護
保
険
料
へ
と
福
祉
が
後

退
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
、「
万
博
を
中
止

し
て
、
国
保
や
介
護
の
保
険
料
を
下
げ

て
」
と
声
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
協

会
は
２
月
５
日
付
機
関
紙
で
万
博
の
中
止

を
求
め
る
署
名
を
会
員
に
送
付
し
、
１
カ

月
足
ら
ず
で
約
４
０
０
筆
が
集
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
３
月
28
日
、
大
阪
・
関
西
万
博

会
場
予
定
地
の
夢
洲
で
メ
タ
ン
ガ
ス
大
爆

　

臨
床
学
術
部
は
７
月
14

日
、「
効
率
的
な
義
歯
調
整

で
生
じ
た
余
裕
で
医
科
歯
科

連
携
を
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯

研
修
講
座
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
佐
藤
裕
二
氏

（
昭
和
大
学
歯
学
部
名
誉
教

授
・
さ
と
う
歯
科
院
長
）
を

講
師
に
56
人
が
参
加
し
た
。

　

前
半
は
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク

な
義
歯
調
整
に
つ
い
て
、
適

合
の
検
査
手
順
と

合
の
検

査
手
順
を
解
説
し
た
。
適
合

検
査
材
料
に
は
シ
リ
コ
ン
タ

イ
プ
と
ペ
ー
ス
ト
タ
イ
プ
が

あ
り
、
前
者
は
義
歯
と
粘
膜

の
間

を
、
後
者
は
そ
れ
ら

の
接
触
を
診
査
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

手
指
圧
に
よ
り
適

合
検
査
を
す
べ
き

と
し
た
。
ま
た
、

シ
リ
コ
ン
タ
イ
プ

で
の
適
合
検
査
で

は
操
作
を
出
来
る

だ
け
素
早
く
行
う

こ
と
、
ペ
ー
ス
ト
タ
イ
プ
の

適
合
検
査
で
は
ス
ポ
ン
ジ
で

均
質
な
叩
き
痕
を
義
歯
内
面

に
付
け
て
か
ら
第
一
大
臼
歯

付
近
を
手
指
で
加
圧
す
る
の

が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
義
歯
の

合
の
診
察
・

検
査
で
は
、
①
視
診
、
触
診

に
よ
る
診
察
②

合
紙
に
よ

る
検
査
③
メ
タ
ル
ス
パ
チ
ュ

ラ
に
よ
る
転
覆
試
験
―
に
つ

い
て
解
説
。

合
紙
に
つ
い

て
は
側
方
運
動
で
は
赤
紙
、

頭
嵌
合
位
で
は
青
紙
を
使

用
す
る
方
が
削
合
し
や
す
い

こ
と
を
解
説
し
た
。

　

後
半
は
医
科
歯
科
連
携
に

つ
い
て
総
医
（
総
合
医
療
管

理
加
算
）
50
点
と
医
管
（
歯

科
治
療
時
医
療
管
理
料
）
45

点
の
算
定
の
方
法
と
注
意
点

に
つ
い
て
触
れ
た
。
さ
ら
に

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
対

応
に
つ
い
て
、
医
科
と
の
連

携
は
歯
科
で
の
処
置
を
具
体

的
に
医
科
主
治
医
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
確
か
な
医
科

歯
科
の
繋
が
り
に
な
る
こ
と

を
強
調
し
た
。
睡
眠
時
歯
科

筋
電
図
検
査
５
８
０
点
に
つ

い
て
は
器
具
導
入
コ
ス
ト
と

運
営
の
注
意
点
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

同
氏
は
補
綴
関
係
の
み
な

ら
ず
診
療
の
効
率
化
に
つ
い

て
の
著
書
や
講
演
が
多
く
、

日
々
の
診
療
に
直
結
す
る
話

題
が
豊
富
で
非
常
に
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。

 
（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

な
意
見
を
今
後
の
歯
科
医
療

改
善
要
望
に
反
映
し
て
い
く
。

　

大
阪
府
内
１
２
５
７
件
の

歯
科
技
工
所
に
向
け
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
し
た
。
回
答

の
締
め
切
り
は
９
月
末
。
一

人
で
も
多
く
の
歯
科
技
工
所

の
方
々
か
ら
意
見
を
集
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
常
的
に
関

わ
っ
て
い
る
歯
科
技
工
士
の

方
々
に
先
生
方
か
ら
も
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。
結

果
報
告
は
10
月
下
旬
ご
ろ
を

予
定
。

　

２
０
２
４
年
診
療
報
酬
改

定
が
６
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
保
団
連
が
技

工
士
の
実
態
・
意
識
の
把
握

と
技
工
問
題
解
決
に
向
け
た

基
礎
資
料
の
作
成
を
目
的

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
技
工
士
が
減
少
し

技
工
物
の
安
定
的
な
提
供
が

困
難
と
な
る
状
況
が
迫
る

中
、
実
情
を
調
査
す
る
た
め

全
25
問
を
設
定
し
た
。
歯
科

技
工
士
の
方
々
か
ら
の
率
直

発
事
故
が
起
こ
っ
た
。
事
故
が
起
き
た
東

ト
イ
レ
棟
で
は
、
２
月
28
日
か
ら
５
月
31

日
の
３
カ
月
間
に
基
準
値
を
超
え
る
メ
タ

ン
ガ
ス
が
76
回
も
検
知
さ
れ
て
い
た
。
産

業
廃
棄
物
や
ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
地
で
あ
る

夢
洲
は
、
万
博
の
開
催
予
定
地
と
な
っ
た

当
初
か
ら
、
土
壌
汚
染
に
よ
る
被
害
や
ガ

ス
爆
発
の
危
険
性
が
多
く
の
団
体
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。
し
か
し
吉
村
大
阪
知
事
は
小

中
高
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
無
料
招
待
を

中
止
も
せ
ず
、
４
〜
５
歳
の
児
童
の
無
料

招
待
を
追
加
で
発
表
し
た
。
学
校
関
係

者
、
保
護
者
な
ど
か
ら
強
い
不
安
や
怒
り

の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の

使
い
方
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
子
ど

も
の
健
康
と
安
全
を
脅
か
す
事
態
に
ま
で

　７月17日の中医協総会で、９月に改
定される歯科用貴金属価格が示され、金
属材料の点数が変更される。金パラの告
示価格は30グラム換算で９万1350円と
なり、現行の８万2800円から8550円
の引き上げとなるが、５月以降、実勢価
格は高く推移している。

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
万
博
会
場
の
夢
洲
は
、
会
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
２
ル
ー
ト
し
か
な

く
災
害
時
の
避
難
計
画
さ
え
も
立
て
ら
れ

な
い
。
感
染
症
や
食
中
毒
の
危
険
性
ま
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
万
博
の
花
形
で
あ
る

各
国
独
自
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
撤
退
が
続
い

て
い
る
。
危
険
な
万
博
を
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
復
興
の
人
手
や
資
材
を
奪
っ
て

ま
で
強
行
す
る
理
由
が
な
い
。
そ
れ
で
も

カ
ジ
ノ
に
固
執
す
る
お
お
さ
か
維
新
の
会

は
万
博
を
中
止
し
よ
う
と
し
な
い
。
こ
う

し
た
維
新
の
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
固

執
す
る
姿
は
、
府
民
の
大
き
な
不
信
を
広

げ
て
い
る
。
本
来
府
民
が
望
む
府
政
を
再

考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

６
月
25
日
付
に
同
封
し
た
万
博
の
中
止

を
求
め
る
１
筆
署
名
は
２
０
０
筆
が
積
み

増
さ
れ
た
。
協
会
も
加
盟
す
る
明
る
い
民

主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
は
９
月
の
署
名

提
出
を
予
定
し
て
い
る
。
も
う
一
回
り
署

名
を
広
げ
、
府
民
の
声
を
府
政
に
届
け
た

い
。

大
阪
・
関
西
万
博　

新
た
な
課
題
が
続
々
と
噴
出

万
博
中
止
し
国
保
料
な
ど

引
き
下
げ
へ

７
月
度
生
涯
研
修
講
座

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
義
歯
調
整

点数早見表 追補版
今号同封

９月金パラ改定 技工所アンケート一部抜粋
１．技工士ご自身のことについてお聞きします。
　⑦ 営業・納品時に、技工物について、歯科医師との情報・意見交換がで

きていると思いますか。
　　ア・できている　イ・あまりできていない　ウ・どちらとも言えない

２．2024年診療報酬改定についてお聞きします。
　③ 2024年の診療報酬改定で導入された、印象採得、咬合採得ならびに

仮床試適の「歯科技工士連携」についての評価を教えてください。
（自由記載）

３．歯科医院との取引の状況について教えてください。
　① 過去１年間で、依頼された保険技工物の納期の延長を申し出たことは

ありますか。
　　ア・ある　　イ・ない

４．歯科技工所の状況について教えてください。
　① 現在の技工業務について、最も負担に感じるものを１つだけ選んでく

ださい。
　　ア・歯科医院からの再製作依頼　イ・歯科医院からの頻回な呼び出し
　　ウ・歯科医院との料金交渉　　　エ・休日返上による技工物製作業務
　　オ・その他（　　　　　　　　　　　　）

締
め
切
り
９
月
末




